


 

別紙                    氏 名  早川 八郎      

質 問 事 項 

 

№  １   

 業務の効率化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 業務の効率化とは、ムリ・ムダ・ムラを解消することであり、限られた人員

とコスト、時間の中で創出し得る利益を最大化しなければならない。その意味

で、業務の効率化は行政の取り組むべき重要な課題の一つであると考える。そ

こで、以下伺う。 

 

（１）保育園・学校の業務効率化について 

   例えば、保育園の先生が使用するパソコンの台数の少なさから、使いた

いときに作業時間が重なったりして業務の効率が悪かったり、園児の出席

確認がスムーズに行えないことがあると聞いている。 

   また、学校においても何かを購入したい場合、「インターネット通販を

利用し購入した方が効率的なのではないか。」と感じる。 

   このようなことは一部の例ではあるが、現場の声をしっかり把握し、業

務効率化のためにどのように対応しているのかを伺う。 

 

（２）市役所と市民や企業との業務効率化について 

   例えば、スポーツ団体が毎年同じ申請書を提出するため、市民だけでな

く職員もその確認作業や資料作りに多くの時間と労力が掛かっている。こ

れも一部の例ではあるが、このようなことは市民や事業者から申請を受け

る多くの部署において類似の事例があるのではないか。この改善に行政は

どのように対応していくのかを伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎      

質 問 事 項 

 

№  ２   

 ポピュレーションアプローチについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 ポピュレーションアプローチとは、集団に対して健康増進や疾病予防に関す

る働き掛けを行うことで、集団全体の健康リスクを減らそうとする方法であ

る。そこで、以下伺う。 

 

（１）健康増進・疾病予防について 

   「階段はお金のかからない最良のフィットネス」と言われているように、

日頃の生活に取り入れたポピュレーションアプローチを広めていく考え

について伺う。 

 

（２）「熱中症ゼロを目指す」について 

   令和７年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行され、職場における熱

中症対策の体制整備等についての義務化がスタートした。また、本市と健

康づくり等に関する協定を結ぶ大塚製薬株式会社の熱中症アンバサダー

講座を受講したが、熱中症のリスクを軽減するためには、その生活環境に

よって対策を細分化しなければならないと感じた。災害的な暑さが予想さ

れる中、熱中症ゼロを目指すための本市の展望について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  早川 八郎      

質 問 事 項 

 

№  ３   

 避難所としての学校体育館等の設備の在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 避難所としての学校体育館等の設備の在り方は、未来への大きな投資である

が、この投資の仕方次第ではその効果が発揮されないおそれがある。そこで、

以下伺う。 

 

（１）空調設備の動力源の選択について 

   今後、中学校だけでなく、小学校体育館へも空調設備設置の方向に向か

うと思うが、特にその動力源次第では、実際に大きな災害が起きたときに

効果が発揮されないおそれがある。この点をどのように考えているのかを

伺う。 

 

（２）災害時の水について 

   災害時に備える水イコール飲み水というイメージが強いが、長い避難生

活において生活用水の確保も、重要な課題である。そこで、生活用水につ

いては、どのような状況なのかを伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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